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学校教育目標：夢や希望をもち、主体的に学び、たくましく伸びていく由宇っ子の育成 

  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
      
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 １０月７～８日は卓球の、１４～１５日はソフトテニス・柔道・陸上の県新人大会が開催されました。本校から岩国支部の代表として出場した選手

たちは、各会場で熱戦を繰り広げました。萩ウェルネスパークで開催された柔道の大会では、団体で女子が３位、個人では入賞者４名（うち優勝

者２名）を出す優秀な成績を収めました。 

 文化面でも、１５日（日）に岩国祭・吹奏楽の祭典が開催され、本校吹奏楽部が出場し、『ダンスホール』『美しい鰭』『怪獣の花唄』の３曲を

堂々と演奏しました。また、吹奏楽部は２１日（土）のYOUゆうフェスタにも出演しました。 

 

令和 5 年１1 月１日発行

「袖触れ合うも他生の縁」 

講演の中で、ピーターさんは「袖触れ合うも他生の縁」が好きなことわざであると紹介されました。このことわざの表現はいくつかありますが、

意味は、「どんな小さな事、ちょっとした人との出会いも偶然に起こるのではなく、何かの縁によって起こる」ということです。 

ピーターさんは、最後に「皆さんには、ぜひ、好奇心をもち、『Keep your heart open』を大切に。」とメッセージを残し、講演を終えました。 

「～Keep your heart open～ 偶然の出会いではなく、大切（必然）な出会いにするかどうかは、自分次第だよ。心を開いて！」とピーターさ

んが生き方について、私たちに示唆してくださった意義深い講演となりました。 

NO. ９ 由宇中 HP を 
ご覧ください。 

スポーツの秋、芸術の秋… 様々な大会やイベントが行われました〜 

柔道部 入賞した４名 岩国祭・吹奏楽の祭典 団体出場の男子ソフトテニス部 

団体出場の女子卓球部 

10 月１９日（木）の午後、ピーター・フランクル氏による講演会が開催されました。 

数学者のピーターさんは、６月にも市内の学校で講演を行いましたが、広中平祐氏の母校である本校の生徒に数

学の魅力を伝えたいと、講演会が実現しました。１２か国の言語を話され、国際数学オリンピックで金メダルを受賞さ

れるほどの才能の方なので、どれほど難しいお話をされるのかと気になっていましたが、ジャグリングなどを披露しな

がら、楽しく講演をしていただきました。 
（左）ピーター氏（右）校長 

【広中先生の額を手に撮影】 数学界のノーベル賞ともいわれるフィールズ賞を受賞した広中平祐先生について、次のように話

されました。 

「広中先生は、決して英語が上手ではなかった。しかし、コミュニケーション能力に長けていて、ハ

ーバード大学の権威ある教授にも臆することなく自ら学びを求めた。その結果、数学者としての自分

を高めることができた。（中略）私は、ある時、大好きであったフランスの劇作家サルトルが一人で喫

茶していることを知りながら、挨拶をすることができなかった。ここでコミュニケーションがとれていた

ら、また違った人生になっていたかもしれない。」 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日 曜 12 月の主な予定 

２ 土 ゆうたんビーチレース大会 

４ 月 振替休業日（12/2 分） 

５ 火 ３年保護者懇談会   

６ 水 ３年保護者懇談会・生徒会役員選挙 

７ 木 ３年保護者懇談会 

８ 金 ３年保護者懇談会 

11 月 ２年クラスマッチ 

12 火 １年クラスマッチ 

14 木 ３年クラスマッチ 

19 火 

１・２年保護者懇談会 20 水 

21 木 

22 木 終業式（給食あり） 

YOU・ゆうスポーツフェスタに参加しました！！ 

１０月１０日（土）、地域のスポーツイベント「YOU・ゆうスポーツ
フェスタ」に多くの生徒が参加しました。ボランティアで参加した生
徒たちの多くは、ゆうスポーツクラブの手伝いをしつつ、イベントに
も参加し、楽しい一日を過ごしました。 
なお、メインイベントの一つ「四方綱引」では、一般の部で「由宇

中野球部Ａ」が３位入賞を果たしました！おめでとうございます！！ 
 
 

 

 

 10 月 2８日（土）、素晴らしい秋晴れのもと、令和５年度由宇中学校文化祭を無事開催することができました。生徒

たちは「一美同心～この空間をこの胸に～」のスローガンのもと、生徒会執行部を中心に準備をすすめてきましたが、

大成功のうちに終わることができました。今年度は特に、地域の方を講師としてお招きする「文化祭講座」の規模を拡

大して実施し、地域連携の大切さを実感することができました。ご協力ありがとうございました。 

 

 

 

 
  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

令和５年度由宇中学校文化祭を開催しました！

文化祭を終えて、クラスの団結
力が高まりました。私たちのクラ
スは、一番最初に朝練習を始め、心
を一つにして頑張りました。みん
なで頑張ったおかげで金賞とシン
フォニアのステージを勝ち取るこ
とができました。 
学校の代表として恥ずかしくな

いように、シンフォニアで最高の
合唱を届けます。 
３年Ａ組 合唱委員 ○○ ○○ 
          ○○ ○○ 

私は、文化祭を通して、一つの目標に
仲間と協力して取り組む楽しさを改めて
学ぶことができました。また、今年は文
化祭講座の数が多くなり、内容も大きく
変わりました。その中で新しい一面を知
れたり、貴重な経験ができたりと、大き
な達成感も感じています。 
今回の文化祭で得たことをこれからの

学校生活に生かしていきたいと思いま
す。        
       生徒会長 ○○ ○○ 

私たち２年Ａ組はシンフォニア
で歌うことを目指して練習を重ね
てきました。本番では緊張しました
が、心を一つにすることができたと
思います。 
他のクラスも練習を頑張ってい

たことを知っているので、シンフォ
ニアで歌わせてもらえることに感
謝し、最後まで全力で歌いきりたい
と思います。 
２年Ａ組 合唱委員 ○○ ○○ 
          ○○ ○○ 


